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東北タイ、ルアング川流域の水管理計画調査

プロジェクトファインディング調査報告書
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調査対象地域

国名:タイ国

案件名:東北タイ､ルアング川及び隣接流域の水資源開発管理計画調査
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まえがき

タイ国には2002年10月､自然資源､環境省(MinistryofNatural Resources andEnvironmeilt)

が新しく設立されたO　その目的は､国土の自然資源を適切かつ持続的に管理するためで､

省の組織は別添に示す通りである｡省の中の水資源関連機関に水資源局があり､この局に

はかつて水資源に関係した事業を管轄していたRID (農業省の濯概局)を除く､ PublicWorks

(都市､用水､洪水防御)､ ARD (地域開発促進局で地方水道及び小規模濯概)､ DEDP (ェ

ネルギ-開発促進局で水力発電､ポンプ濯概及びメコン河流域の水資源開発)等のすべて

の機関が統合編入されたoこの水資源局は全国の河川流域を以下の8流域に大区分し､各々

の流域特性に応じた水資源開発･管理計画を策定しようとしている｡そして策定された事

業計画は､各流域のRegionalOfficeで実施する方針となっている｡

(I)タイ北部流域(チャオプラヤ上流域とコク､イン流域)

(2)チャオプラヤ下流域(チャオプラヤ下流域とパサック流域)

(3)東北タイ､メコン流域(メコン河に流入する支流域)

(4)東北タイ､チイ流域(東北タイ中央チイ川流域)

(5)東北タイ､ムーン流域(東北タイ南部ムーン流域)

(6)東部タイ流域(タイ東南部の河川流域)

(7)西部タイ流域(タイ西南部の河川流域)

(8)南部タイ流域(タイ南部の河川流域)

水資源局は上記大流域を更に小流域に区分し､重要な小流域を選定し､その水資源開発･

管理計画を策定しようとしている(流域管理のマスタープランと優先事業のF/S)｡そして

この調査計画を自己資金でローカルコンサルタントに発注し､早急に取りまとめようとし

ている｡.

この中で東北タイの上流コーン流域(Upper Kh011流域)に属するルアング川及び他3河川

流域が重要な対象地域の一つとして取り上げられ､タイ三蕗コンサルタンツ(SCT)はこの

計画調査に対するコンサルタント業務の指名を受けた(Short Listに入り､近く本入札に参

加予定)｡ルアング川流域はメコン河に注ぐ上流コーン流域の中で最大の流域で､タイ政府

のDEDP (Department ofEilergy Developnlellt Promotioil)が1980年代より計画し､一部事業

を実施しているFulong-Chi-Mun導水事業の取水流域である｡この事業は下流メコン河4ヶ

国の水協定により､現在メコン河よりのポンプ揚水が出来ないため中断しているo Lかし

タイ政府は将来､中国やラオスの大規模水力発電計画より､メコン河の乾期水位が上昇し､

その導水が可能となることを確信しており､ルアング川及び隣接する3流域の水資源開発･

管理のDefinitivePlanを策定し､メコン何よりの導水に先行して自己流域の水資源を最大に

利用する事業を推進しようとしている∩

タイ三赫コンサルタンツ(SCT)が本計画調査の指名を受けた背景には､メコン河の流況変



化､ Khong-Chi-Munの事業内容と問題点､ルアング川他3流域を含むUpperKhong流域の濯

概農業計画､メコン河の魚群に対する魚道問題等SCTが三疎コンサルタンツのアドバイス

を受けて実施出来るであろうというタイ､水資漁省の期待があるO　入札に参加する他のロ

ーカルコンサルタントにイギリスのコンサルタントなどがアドバイスのため参加するとも

言われているO

タイ政府は､従来のように種々の事業計画を､JICAによる計画調査に要請するのではなく､

ローカルコンサルタントで策定し､資金援助が必要な場合､アジ銀やJBICに要請しようと

いう傾向が出てきており､弊社としては将来に向けてSCTを強化する必要があり､今回も

本案件をSCTが受注すべく事前調査を行い､ SCTに技術的にアドバイスを行った次第であ

る　SCTが将来本件の受注に成功した場合は､タイ政府水資源局の期待に答えるよう　SCT

に技術援助する方針である｡今回のADCAの調査により､本件をSCTが受注できれば幸い

と思っている｡

平成15年　3月

株式会社　三砧コンサルタンツ

取締役社長　　　　久野　格彦
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1.調査の背景

1.1東北タイの灌漑農業

今回の調査対象地域が位置する東北タイは約】千万haの広大な農地面積を保有しながら､

少ない水資源のために農業生産は低く､貧困農村の多い地域である｡タイ政府は東北タイ

の貧困を除去するために､また東北タイを将来の農業加工センターとして発展させるため

以下のような開発政策を策定している｡

･　限られた東北タイ流域の水資源を最大かつ有効に開発し､准概農業地域を拡大する｡

また､メコン河の水利用可能性も考慮する｡

･　農地資源は1千万haと広大であるが､塩害地域もあり農地の質に応じた森林､草地､

作物､家畜飼育､農産加工地等適性土地利用及び農地改善計画を策定する｡

･　水資源と農地資源の適正管理をベースに農業生産の量的､質的向上をはかる｡

･　アグロインダストリー企業を誘致し､多様化する加工食品の生産を拡大し､農業生

産品の価値を上げると共に地域の雇用拡大をはかる｡

上記のような背景で､新しく設立された自然資源､環境省の水資源局は東北タイの流域を

区分して､各流域の水資源開発､管理政策を策定しようとしているO　流域区分は大別して

Upper Khong､ LowerKhong､ Upper Chi､ Lower Chi､ Upper Mun､ Lower Munの6区分であ

るが､優先調査地区はUpper Kムong､ LowerKhongのメコン河沿い地域とLower Chi流域と

なっているD水資源開発､管理の主な課題は①流域の水資漁賦存量と利用可能量､ ②流域

の濯概農業の可能面積と水需要量､ ③水資捌武存量と需要量間の水収支､ ④洪水に対する

湛水防除計画､ ⑤濯概農業のための水資振開発計画等となっている｡

1.2　本調査地域の水資源開発

本調査地域が位置するUpperKJiong流域は東北タイの北部に横たわり､その全面積は4.4万

km2､人口は460万人である｡一方本調査地域の面積､人口はそれぞれ10,000kni 120万人で

KJiong流域の約25%を占めているO

しかし､本調査地域の4河川流域はUdon TllamとNong Kllai両県をカバーし､以下の理由

でUpperKllongの中のみならず東北タイの中でも重要な開発地域となっている｡

･　調査地域の農地はメコン河より運ばれた土壌より形成され､東北タイの他地域に比

べ肥沃であるO洪水による湛水被害を防除すると農業生産の高い地域に変貌する｡

Khong-Chi-Mun導水事業の取水流域で､自己流域のみならずメコン河よりの将采取水

も考慮しての取水計画を策定せねばならない,,

-　ト



●

●

Huai Luarlg川及びNam Mong川の河口堰はすでに完成しているものの､堰による湛

水防御及び灌漑農業拡大の計画は全く策定されていない(,

ラオスの首都Vientiane市が対岸に位置し､東北タイのNong KhaiとラオスVientiane

間はメコン河横断橋で結ばれ､調査地域の加工農産物はラオスの市場-搬出されるo

･　本調査地域のUdoilThani県の南部には東北タイの中心都市KhongKaenが位置し､こ

の市周辺には多岐にわたるアグロインダストリー企業が進出中で､本調査地域はイ

ンダストリーに対する原料供給地としての可能性が高い｡

1.3　調査の目的

調査対象地域の水資源賦存量､需要量､水収支などを含む総合水資源開発､管理計画を策

定する(マスタープラン)と共に､既存河口堰の適正運用方法の提案及び新規優先事業の

フィージビリテイスダディを行う｡

1.4　調査対象地域

HuangLuang､ Nam Suai､ NamMong､ NamSonlの4河川流域約1万km2及び4流域に展開

する農業地帯約50万ha0

-2-



2.調査対象地域の概況

2.1自然概況

(1)地形､面積

調査対象地域は､上流コーン流域(Upper Klioi唱Basin)の中央に位置するルアング川流域

(HuaiLuangBasin)とその隣接流域であるスアイ川(Nam Suai)､モング川(NailiMong)､

ソン川(NamSom)より構成され､その全面積は10,150km2であるD　これらの河川はいずれ

も東北タイの中央高原(標高200-500m)に源を発し､メコン河に流入する中規模河川で

ある｡これら河川の中流部及びメコン河沿いの下流部には約50万1laの大農地が展開してい

るが､下流部農地は標高150-170mと低く､ 8-9月の洪水期にはメコン河の洪水による背水

で常時湛水している｡

(2)気候

調査地域の年平均気温は26℃､年平均降雨量は流域の上流域で1,500mm､下流域で1,700mm

である｡この降雨量は東北タイのChiやMul流域の1,000-1,500mmに比べてかなり大きい

が､雨期の降雨量が年降雨量の80-85%と大きく､乾期の降雨は少ないD　雨期降雨も6-7

月の稲作初期には少なく､稲作は濯概補給用水を必要としている｡一方､雨期の8-9月に

は400-500mm/月の大きな降雨をもたらし､それは下流域に洪水を引き起こし､標高165m

以下の農地はメコン河洪水の影響もあって2ケ月湛水している｡乾期の降雨量は12-5月

の6ケ月間で120mmと少なく､ 1-3月には降雨の無い年もある.従って乾期には天水によ

る農業は全く不可能である｡

(3)河川流況

調査地域の流量観測点は少ないが､河川流出量は以下のように評価されている(

河 川 流 域

流 域

面積

(km 2)

平均 流 出 量 (M C M ) 平 均流 出 高(m m ) 最 大

洪 水 量

(m 〕′sec)
午 雨 期 乾 期 午 雨 期 乾 期

(l )H u aiN ai一一S O ltt ,0 60 4 30 3 90 40 40 6 3 68 3 8 2 0 0

(2 ) N am M o ng 2 ,4 60 92 0 8 30 90 3 74 337 3 7 4 0 0

(3) N aiーl S uai 2 ,2 90 9 30 84 0 90 40 6 3 67 3 9 4 0 0

(4 ) H uai L uang 4 ,34 0 1,54 0 ,4 20 120 3 55 3 27 2 8 60 0

計 10,15 0 3 ,82 0 3 ,4 80 3 ,4 00 37 6 34 3 3 3

全流域の流出量は約38億m3でその流出高は376mmと東北タイのChi､ Mun川の流出高

270mmに比べると高いG　しかし雨期の流Ill量が多く､乾期の流出量は殆どないO　乾期の2

-3月には河川の支流域は殆ど洞渇する　HuaiLuangやNan-Mongの上､中流丘陵地には多

一　蝣s　-



くの小規模濯概事業があり､雨期稲作に河川水を利用しているので､下流での流出高はNalll

SolllやNam Suaiに比べてやや小さい√.

2.2　農業､社会､経済概況

(1)行政区

調査地域の上流域はUdonThani県∴F流域はNongKhai県に属している｡両県の面積は各々

ll.7kni ､ 7.8kniで､調査地域はUdonTl-ani県の40%､ NongKl-ai県の70%を占めているO

調査地区の人口は約120万人と推定され､その中80%は農業人口であるO

(2)土地利用現況

調査地域の土地利用現況を両県の資料より推定すると下表の通りである｡

項 目 単 位

県 の 面 積 lOi ia 調 査 地 域 の 面 積 10 3】ta

U d on T hani N o ne K lーai
U don T 】tam

(4 0 % )

N on g K 】tai

(70 % )
計

(1) 土地 利 用 (19 99

森 林

)

10 ユlla 184 (16 ) 4 6 (6 1 A 32 10 6 (l l)

農 地 ′′ 594 (5 1 4 14 (5 7 ) 2 38 2 90 52 8 (54 )

その 他 ′′ 39 5 (53 ) 27 4 (3 7 ) 158 192 3 50 (35 )

計 ′′ リ 7 3 (10 0 ) 73 4 (100 ) 47 0 5 14 9 84 (10 0)

(2 ) 農 地 利 用 分 類

稲 作 10 3ha 34 9 (59 ) 22 4 (54 ) 14 0 157 2 97 (56 )

畑 作 ′′ 18 1 (30 ) 7 1 (17 72 50 12 2 (2 3 )

果 樹 ノ′ 2 9 5) 7 3 (18 12 5 1 6 3 (12 )

野 菜 ′′ 1 (0 4 (1 0 3 3 (1

草 地 ′′ 6 (1 5 (1) 2 4 6 (1)

集 落 ′′ 10 (2 8 (2 ) 4 6 10 (2

そ の 他 ′′ 18 (3 2 9 (7 7 2 ∩ 2 7 (5

計 ′′ 594 (10 0) 4 14 (一oo ) 2 37 2 9 1 52 8 (10 0)

●

●

調査地域の森林面積は10．6万llaで全面積の11％と著しく少ない。森林は今日まで伐

採されて農地に転換されてきている。従って農地面積は52．8万haで全面積の54％と

大きな割合を占めている。その他面積は35万1laとかなり多いが、この中には現在雨

期湛水により利用不可能地も含まれている。この湛水地は将来農地に転用されるで

あろう。

農地の中、流域の下流に横たわる農地はメコン河より運ばれてきた砂質壌土よりな

り、稲作、畑作、果樹のいずれにも適した農地となっている。一方、中流丘陵農地

はラテライトに富んだ土壌もあり、下流地域に比べてやや劣っている。一　しかし東北

タイ特有の塩を含んだ土壌は見られない．こ．

ー4－



･　調査地域の農地面積52.8万haの中､ 29.7万llaは稲作面積で56%h人きな割合を占

めている,.畑作適地は12.2万11 (23%)とかなりあるが､果樹､野菜等の面積は小

さい∩

(3)濯概

両県の濯概現況は下表に示す通りで､水資源が少ないため濯概率はNollg Khai 14%､ Udon

T11a11i //<)と著しく低い｡

単 位 1 0 3h a

F a n 一一A re a
G r a v ity

Irr ig a tio n

P u m p

Irrig a tio n
T o ta

Irrig a tio n R a te

(%

U d o n T h ani 5 9 4 3 3 .5 6 .4 3 9 ▼9 7 0

N o n g K Jta i 4 14 1 3 .3 3 4 .7 4 8 .0 14 一0

T o ta 1 ,0 0 8 4 6 .8 4 1 . 8 7 .9 9 ●0

Udon Thailiの農地は中流域の丘陵地に展開しており､ RIDによる中､ /ト規模濯概事

業が33,500haと多く､ポンプ濯淑面積は6,400haと少ない｡一方NongKJlai県の農地

は殆どがメコン河に沿って展開しており､メコン河及び4河川の下流より揚水する

ポンプ濯概が34,700haと多い｡中､小規模による濯概は貯水池や堰の適地が少なく

13,300haと少ない｡しかしメコン河沿いのポンプ濯概は､乾期メコン河の水位低下に

より､近年殆ど取水出来なくなってきている｡メコン河の水位がやや高い6-7月の

雨期稲作の補給用水にのみ利用されている｡

(4)作物栽培

作物栽培は下表に示すように雨期稲作が中心で､乾期稲作､畑作の栽培は著しく少ない｡

両県の作物栽培現況は下表の通りであるn

項 目

U d o n T h a n i 県 N o n g K h a i 県

雨 期

稲 作

乾 期

稲 作
メイス～ わ サハ～

砂 糖

キヒ+
大 豆

雨 期

稲 作

乾 期

稲 作
メイス■ カツサハ～

砂 糖

大 根
大 豆

( I ) 収 穫 面 積 1 0〕lla 2 9 2 3 ▲6 9 1 9 8 1 I ー3 7 7 (1 0 ■5 8 ■7 8 ー0 2 ■1

(2 ) 生 産 量 lfn o n 5 17 9 -3 4 0 2 9 4 5 ,0 9 3 l j 2 5 2 1 7 .0 2 .0 19 .7 6 2 0 2 .8

(3 ) 収 量 to n /h a l l8 2 一6 4 ■4 1 5 ー5 6 2 .9 1■3 l ■8 2 ■4 4 ー0 1 3 .8 7 7 .5 トIT

'　両県とも雨期稲作の収量は1.8ton/haと著しく少ない｡乾期稲作は水資源が少ないた

め､両県で各々3,600ha､ 7,000haと極めて少ないO

･　両県の畑作栽培面積も少ないO
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(5)畜産

両県で飼育されている家畜頭数は下表の通りであるo

UdonThani児(103)　　　　　　　　　　　　　　NoimKhai県(】03)

水牛　肉牛　豚　7㌢　三芳　アヒル　水牛　肉牛　豚　フ崇｢三芳　アf>

144　　145　　151　　436　　,050　630　　　92　　　54　　　28　　405　1,470　　280

udonThani県は丘陵地が多く草地もかなりあり､肉牛の飼育頭数が多い　NongKhai県はメ

コン河に接する湛水地域が多く､ Udon Thani県に比べ家畜の飼育は少ないD　両県とも家畜

の飼育で問題となっているのは､飼料が十分に入手出来ないことである｡

(6) G.D.P

両県のl人当たりのG.D,PはUdoilThani県で29,000バーツ､ NongKhai県で16,800バーツ

で､それらはタイ全国平均の78,000バーツに比べて著しく低い　GDPの中､農業セクタ

ーが占める率は両県とも僅かに20%と低い0
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本調査地域の潅耽率が9%と低い値を示すように､地域の水資源開発は小規模貯水池や堰に

よるものが若干実施されているのみである0　-万地域の下流域はメコン河より運ばれて形

成された肥沃な農地を保有しながら雨期は洪水による湛水､乾期は水資源が殆ど無いため､

未利用のまま放置されているO

この地域の洪水防除と濯概を目的とした水資漁開発が促進されると地域は生産性の高い農

業地帯に変貌する可能性が高い｡水資源局では目下､以下のような水資源開発･管理計画

をこの地域で推進しようとしている｡

3.1上流域の支流における′｣､ ･中規模濯概事業

調査地域4河川の支流上流域に小･中規模の貯水ダムや堰による濯概事業を計画するもの

で､約20ヶ所位の予定地が発掘されているO　しかし､一事業の濯概面積は500-1nOOhaで

これにより流域の港歌面積を著しく増加することは期待出来ない∩　この事業計画はローカ

ルコンサルタントでも十分に可能で､特に我々のアドバイスは必要としない｡

3.2　河口堰による水資源開発と管理

メコン河の洪水侵入による農地の湛水被害を防ぐために､ 4河川の河口近くに河口堰を建設

する計画が策定され､ 1990年代にHuai Luang　とNam Mong川には河口堰が建設された｡

また残りの2河川Nam SomとNalli Suaiにも建設する計画である｡この河口堰の上流河川

勾配は1/5,000-1/10,000の緩勾配で､メコン河に接する河口において高さ6-8m位の河口堰

を建設すると､延長20-30km､河川巾500-2,OOOrll､有効水深5111の大貯水池が出現する

ことになる｡.この貯水池数はもともと湛水地域で利用されない河川敷で貯水池に転用して

も環境上の問題は少ないo Lかし既存の2河口堰及び貯水池は以下のような課題を抱え､

未だ適性な洪水調節及び港概利用の機能を殆ど果たしていない｡従ってこの河口堰の水管

理方法を含めた貯水池の濯概計画を策定する業務が発注される重要なコンサルタント業務

となっているO

(1)既存河川堰の諸元

河 口堰

メコン河

最大水位

(m )

貯水池溝水位 貯水 面積 貯水容 量

(nー) (km ) (M C M

N am M ori" lワo 65.5 20 26

H uaiL uang 164 160.0 85 156

Huai Luangは以下に述べるように､ Khong-Chi･MuJl導水事業の取水流域で貯水池の水位を

160mに設定すると背水延長は40knlに達し､ 1.5億1113の大貯水池が創出される∩

_7-



(2)問題点

･　河口堰の標高はNal-iMongで　73m､ HuaiLilangで167】11で､メコン河の最大決水位

170ill､ 164111に対しゲートを閉塞すれば洪水の侵入は防げる｡しかし自己流域よりの

洪水は貯水池に貯水され､貯水位は上昇し計画澗水位のNalli Mongの165.5ill､ Huai

Luangの160.0mよりしばしば高くなり､堰を構築したことによりメコン河の水位が

最高に達しない場合でも､貯水池周辺の農地の湛水被害が拡大したと政府にクレー

ムをしている｡.洪水調整を考慮した貯水池の運用方法､下流河川-向けて貯水池か

らの洪水By-Pass水路等の検討が必要となろうO

●

●

雨期の10月以降の河川流量は少なく､渇水年には河口堰のゲートを閉めても計画水

位まで貯水池は満水しない｡従ってポンプ濯概計画を策定する上での低水位､利用

可能水量､ポンプ位置及び受益地等未解決のままとなっている∩

メコン河と河川の間が堰のゲートでかなり長期間閉塞されるのでメコン河よりの魚

群の回遊が出来ず､問題となっている｢.

･　河口堰による洪水防御及び水利用がメコン河の水位､流量に及ぼす影響も検討する

必要があるといわれている｡

･　その他貯水池の法面の崩壊防止､養魚､貯水面を利用したリクリエーション等の検

討が必要とされており､水資振局はこれらの問題点に関しても､三顧のアドバイス

を期待している｡

3.3　Khong-Chi-Mun導水事業

Khong-Chi-Mun導水事業はタイ政府のDEDP (Department of Energy Development Promotion)

によって1980年代に計画された事業で､東北タイの水不足を軽減するための大規模事業で

ある｡

その概要は以下の通りであるO

(I)基本計画

メコン河の豊富な乾期流量をポンプにより揚水し､それを水不足に悩む東北タイのChi及び

Mun川流域に配水する計画で､乾期の揚水量は200-300m7sec (乾期35億m　-50億m3)

である｡この導水とChi及びMun川の自己流量を合わせて約50万1laを准概する計画｡

(2)導水方法

･　本調査の対象河川であるHuai Luangの河口前面のメコン河に大型ポンプ場を建設す

る計画._.
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河口は河口堰で閉塞され､その上流側に約1.5億mの大貯水池を構築する,.

Luang川の自己流量約15億1-13とメコン河よV)の揚水量をこの貯水池で調節する｡

Luailg川西可川勾配は1/10,000と著しく緩やかで､水位160mで貯水の背水は40km

上流まで到達する｡

･　この上流側よりChi川上流に建設されているLalliPao貯水ダム(満水位170m) -導

水するため､ 15-20mの低揚程ポンプ場と延長約50k】11の導水路が計画される｡

･･上記によりメコン河の水はLamPao貯水池経由､ clli川に放流される｡

Chi川にはCh川Iを横断する多くの大堰が建設され､それによりClli)Iは荒城を濯概す

る｡またMun川にも大堰を建設し､ Clli川の大堰よりMun川の大堰に導水し､ Mu一

川流域も濯概を行うO

(3)現状

･　上記の計画の中､ Luailg川の河口堰､ Ch川lおよびMun川の横断取水堰はDEDPに

より1980年代の後半から1990年代にかけて建設されたa

･　しかし1995年に設立された新生メコン委員会による水協定により､メコン河本流か

らの乾期用水はラオス､カンボジア､ヴェトナムの同意がないと取水することが出

来なくなった｡

･　このため､現在メコン川に設置するポンプ場の建設は中断し､本事業は今日まで多

額の投資をしたまま利用されずに放置されている｡

(4)導水代案

タイはラオス国内に多くの水力発電をBOTで推進しており､また中国による水力発電も考

慮すると､メコン河の乾期水量はこれら発電ダムの流量調節により300-400億1113増加し､

Luang川河口部のメコン河乾期水位も2-3m上昇し､その利用が可能になること､あるい

はNamNgum水力発電による乾期放流量はNamNgum川の河口よりメコン河横断トンネル

で容易にLuang貯水池に導水も可能となること等目下検討中である｡従ってKJiong-Chi-Mun

の導水事業が実現する可能性は高く､今回の調査計画でもこの点に十分に配慮したLuang

貯水池管理計画を策定する必要があるといわれているO従って水資源局はこの点でも三種

のアドバイスを期待しているとのことである｡
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4．本調査計画に対するプロポーザルの内容検討

タイ三祐及びタイ三裕がジョイントするローカルコンサルタントのスタッフに本調査計画

について技術指導をし、取りまとめたプロポーザルの主な内容は別添英文、フローチャー

トの通りである「．

一　日－



Flow Chart of the Study

l．Feasibility Study

l．l Study on the Existing　Conditions

I

(1) Preparation of Inception Report

4

(a) Arrangement of existing data in SCT
(b) Review of study component (TOR)
(c) Establishment of detailed work schedule
(d) Reconfirmation of task force of staff
(e) Preparation of Report

+

(2) Discussion of Inception Report with NW RD

ollection                 (4) Fie(3) Data Collection Id Survey
(a) Topography & Geology          (a) Discussion with related agencies

( (b) M eteorology (b) Three basin areas
(c) Hydrology (c) Existing irrigation projects
(d) Geohydrology (d) Existing estuary barrage
(e) Soil and land (e) Proposed project site and service area
(f) Administration & population
(g) Agriculture
(h) Socio-Economy
(i) W ater Resources development project

(f) Inhabitants at service area

(Z)rtl-
(j) Irrigation development project

S9
rqre
Î ^ ^ M

(5) Implementation of Survey
H-I (a) Topographical survey

  (b) Geological survey (6) Study on Existing Condition

(a) Natural condition
(b) Adm inistration & population
(c) Agriculture I ^ ^ ^ ^ ^ H ^ H
(d) Socio-Economy I ^ ^ ^ ^ ^ H ^ H
(c) Existing water resources development project I ^ ^ ^ ^ ^ H ^ H
(f) Proposed water resources development project I ^ ^ ^ ^ ^ H ^ H
(g) Priority project for feasibility study I ̂ ^ ^ ^ ^ H ^ H
(h) Other related project

(7) Preparation of Interim Report
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1.2 F easibility Study for Priority P roject

(1) A dditional D ata Collection

*A

(a) D ata related to project facility design

(b) D ata related to costestim ation

(c) D ata related to projectbenefit

TT

(2) Form ulation of D evelopm ent Plan in Project

(a) Topographical and geological analysis

(b) H ydrological analysis

(c) Irrigated agricultural developm ent plan h i

m

(d) W ater resources developm ent plan

(e) W ater m anagem ent plan

(f) R egional developm ent plan

(3) Prelim inary D esign of Project Facility

(a) D esign condition

(b) D esign ofbarrage and w eir kJ
(c) C onstruction plan and costestim ate

(4) Project Im plem entation Program

(a)  Im plem entation agency and schedule

(b)  D isbursem ent schedule

*

(5) Project Evaluation

(a)  B enefit estim ation

(b)  Financial and econom ic evaluation

(6) Preparation of D raft and Final R eport
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2. IEEStudy

2.1 Study on ExistingEnvironmental Conditions inthe StudyArea

(1 ) Data Collection/Field Survey

(2) Study on Existing Environmental Conditions in the
Study Area
(b) Natural Conditions
(c) Ecological Conditions
(d) Social Environmental Conditions
(e) Other Conditions

å¼

(3) Preparation of Interim Report

2.2 Study on IEE in the Project Area

(1) Data Collection/Field Survey

Xr

(2)IEE Study in Project Area
(a) Natural Conditions
(b) Ecological Conditions
(c) Social Environmental Condition
(d) Others

(3) Project Impact/concept of Mitigation

(4) Preparation of Draft Final and Final Report
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Water Resources Development Plan for Upper Khong Basin in Northeast Thai Region

上流コーン流域の水資源開発計画



東北タイ　Khong-Chi-Mun導水事業で建設された堰位置



①　調査団構成

樋口昭一郎

: (秩)三砧コンサルタンツ　海外事業本部　相談役

Arnan Suwannasihdh

:タイ三祐コンサルタンツ　水資源エンジニア

Banluesak Wattansathien

:タイ三祐コンサルタンツ　土木エンジニア

② 調査 日程

月 日 曜日 行程

3′24 月 ○樋 口成 田出発､ アルナン､ バンルエサ ックバンコクにて資料収集0

3′25 ,1. . 自然環境省 ､ 水資源局､ W ater Resources Planning/Poicy D irector M r.

Sorapol及び W ater R esources D evelopm entD irector M r.N iw atchail 他を表

敬及び東北タイ､ K hong 流域の水資振開発について討議

. タイ三砧エンジニア､ 水文資料収集､ ～方農業省より農業資料､ R lD よ

り地形図 1/50,000 借用0

■ 同情資料のコピー及び農業関係資料は英文に翻訳

3/2(> 求 ● 調査対象地域を U don Thani県及び N one K hai県のエンジニアの案内で

調査0 団員 3 名 と県職員 4 名による調査

● 既存河口堰､ 計画河口堰､ 既存及び計画の中規模ダムサイ ト､ 雨期湛水

地区の調査､ 県より多くの資料入手0

● タイ三両､ バンコクで資料翻訳協力0

3′27 木 ● 三拓バンコク事務所で現地で収集 した資料の整備及び翻訳

. 樋 口､ R lD 及び N ESD 等訪問､ 東北タイ濯概農業の方針討議 (特に

K hong-C hi-M un Project及びポンプ濯概)

3/28 金 ● 三両バンコク事務所でプロポーザルの内容協議及び資料整備 ､ 翻訳

3/29 土 ■ 同上

i/30 冒 �"L uang T hani県の R ID C hiefEng.Pichai氏､バンコクに調査団が依頼した

資料を持参､ 内容について説明を受け､ 開発計画について質疑応答0

3′31 月 ● 水資源省 0 B ､ M r◆Surachai他訪問､本調査に関する協力についての謝礼

とタイ三拓が本調査を獲得した場合の三繭の協力を確約0

● プロポーザル内容について､ タイ ●三砧と詳細に打ち合わせ

■ 樋 口､ 夜行便 (JA L718､ 22 ‥30) にてバンコク】日本へ

4′1 火 JA L7 18 便にて成田着O



③ 収集資料

番号 項目 内容 購入/コピー

1 地形図 1/250,000 カラー､東北タイ コピー

2 地形図 1/50,000 カラー､調査地区(4河川流域) コピー

3 水文資料 4流域の降雨資料､メコン河､4河川の流出量 コピー

4 水文資料 県が保有する4河川の既事業地区流出量 コピー

5 農業資料 東北タイの土地利用､作物栽培､畜産など コピー

6 農業資料 東北タイの土地分級資料 コピー

7 行政 UdollTllalli､Nol唱Kllai県の人口その他県の概要 コピー

8 濯漑事業 両県の小･中規模濯漑事業の分布及び内容 コピー

9 河口堰 既存河口堰の設計資料 コピー

10 水資源開発 4河川についての水資源開発方針概要 コピー

11 アグロインダ

ストリー

両県のアグロインダストリー促進状況 コピー

12 湛水状況 両県の雨期湛水状況 コピー

13 内水面漁業 両県の内水面漁業資料 コピー

14 ポンプ濯漑 両県のメコン河沿い及び4河川下流のポンプ潅漑 コピー

15 Kム011g-Chi-Mull K上0】1g-Clli-Mun事業概要 コピー

16 Pao貯水ダム 上記事業に関係するCbi川流域のPaoダム概要 コピー

(む 面談者リスト

3月25日(バンコク)

午前･Mr.Surapo】Pa舶11ee,

午後･Mr.NiwatcllaiCllal叩ee,

3月36日(現場)

午前･Mr.PicllaiRattallanakonl,

午後･Mr.PrapallKanltl1011g,

3月27日

午前･Mr.KaseI耶ullっ

午後･Mr.Surasak,

3月28日･Dr.Sし1bil1

3月31日｡Mr.Suracllai

DirectorofWa†erResourcesPlall11illg/Policy

DirectororWaterResourcesDevelop111ellt

ProvincialClliefEng.UdonThalli

-DO-
Nor唱mlai

DirectororProductioIVservicesi】1NESDB

Depu吋Prilllel11illisterO伍ce

GMSPowerHoI10ralγAdviser､SEÅTEC

DircctorGelleralWaterResoし汀CeSDeparll11e111



⑤ 水 資 源 省 の 組 織 図 M in istry of N atural R eso urces and Environ m ent

GeneralA dm inistration

Internalw ork audit group

Prim e M inistry Office Politic coordination group

G0∨ernm ent system
developm ent group

TechnicalSupport Group

I I
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■岳 重奏重奏
I I

P e rm a n e n ta ry S e cr e ta ry

0 什iC e

O ffic e o f

E n v iro n m e n t a l a n d

N a t u ra y R e s o u rc e s

P la n n in g a n d P o licy
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State land encro achm entP robrem S olving O ffice NationalEn vironm e ntalC om m ittee O ffice W ater-Q ualityM anagem ent O ffice PuE…ごic Education andension Division Onal DivisiO G eolO昌慧 Plann ing D iV W ater Crisis P rote ctionC enter P lan ning D ivisio n

C oasta land M -
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Nam Mang河口堰

NamMang河口堰の取水口

河口堰の上流部貯水池

河口堰によりつくられた大貯水池



調査地域の乾期における農地

貯水池よりのポンプ濯漑

湛水地域での水位低下後

耕作状況



Nam Luang川の大貯水池計画

(Udon Thani Regional Officeにて)

NamSom付近のメコン河

Nam川の河口堰計画サイト
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